
【取組内容①】 写真や動画を活用し、子どもの気づきを広げ、共有する。する工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

1年国語「はっけんしたよ」：見学旅行で実際に観察したヤギの写真や動画を見ることで、気づきをたくさんみつける。

タブレットの写真を拡大したり、印を付けたりすることで観察
したことを想起し、多くの気づきを持つことができた。また、
印をつけた場所を「ここ！」と指さしながら見せ合うことがで
き、ペアでも活発な話し合いが生まれた。

1 ヤギの写真を見て、気づきに印をつける。
2 気づきを発表し、共有する。

3 他の動物について気づきを書く。
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黒板に拡大したヤギの写真ををはり、
子どもの気づきを板書して共有。ま
た、必要に応じて電子黒板で写真を
拡大して確かめる。
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【取組内容①】 チャット機能を活用し、互いの気づきや学びを広げる工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

３年国語「『ほけんだより』を読みくらべよう」
三つの資料から文章に合うものを選び、理由を考えることで、文章と資料の関係を読み取ることができる。

1 課題をつかむ。

教師が準備したモデル文（学級
通信）と三つの資料を提示し、
どの資料が効果的かを考える。
この活動を通して課題意識（文
章をよりよく伝える資料がある
のでは？）を持つ。

すぐに資料を選ぶのではなく、
まず、三つの資料について分
かったこと、気づいたことを書
き込む。
チャット機能を活用し、友達の
意見をリアルタイムでみること
ができるようにした。
友達の書き込みに納得したり、
それをヒントにして考えたりす
ることで、個々の気づきを増や
すことができた。
次に、これらの気づきと、文
章とのつながりを考え、資料を
選ぶ活動を行った。

二つの保健だより（ブルー・ピンク）を提示。
ブルー組とピンク組に分かれ、文章がよりよく
伝わる資料（写真・図・表）を選ぶ。

タブレットを使って文章と選ん
だ資料を示し、「ここに書いて
あることがが資料で分かる」な
どつながりを説明する姿が見ら
れた。
二つの文章が伝えたいことや違
いなどを、もっと明確にしてお
くとより効果的だったと考える。

２ 文章がよりよく伝わる資料を選ぶ。 ３ 資料を選び、話し合う。



【取組内容①】 単元のゴールに向け、個々の学びを交流する工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

４年国語「二つの広告を読みくらべよう」
同じ商品の二つの広告を読み比べて、意図や目的による表現の工夫や効果の違いを読み取ることができる。

1 単元のゴールをつかむ。

単元のゴールを身近な広告の工夫
を見つけ、紹介する言語活動に設
定。それをつかませるために、以
下のアプリを使って教師がモデル
を示す。そのことで、ゴールに向
けて主体的に学習に取り組み出す。
※アプリ：写真に口をつけ、録音
することができる。まるで広告自
体が話しているように見える。

３ 自分が選んだ広告の工夫を探す２ 広告の工夫を学ぶ。

同じ広告（体温計）を比べ、
共通点や相違点をベン図（タ
ブレット）まとめたことをグ
ループや全体で交流。

自分が選んだ広告について、目的
や相手を踏まえ、どのような工夫
があるのかを探し、まとめる。
・キャッチコピー、写真、色、
レイアウト等
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各自で選んだ広告で見つけた工夫について、適宜、交流しな
がら学び合う。「〇〇だと思うけど、どうかな？」
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【取組内容④】授業に対する成果や課題のカードを共有し、対話的・協働的に進める研修の工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

校内研修：互いの考えをリアルタイムで共有することで、一人一人が主体的に参加し、話し合う授業研究会

１ 授業研究会では、まず、「よかった点」「課題・改善点」を記入。それをリアルタイムで共有。
２ 上記の意見を踏まえながら、グループで成果や課題、今後の改善点を話し合う。その歳、事前
資料や授業の様子（写真）等も共有し、活用できるようにする。

３ グループで話し合った内容を出し合い、全体で共有。
４ 本時の授業（研究会）を踏まえ、自分の授業改善に何を、どういかしていくのかをまとめる。
それらをリアルタムで共有しながら話し合う。

事前資料・授業の様子等も共有 授業に対する個々の意見をリアルタイムで共有



【取組内容③】端基礎基本の定着と主体的な学びを推進する工夫

熊本市立城東小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

家庭学習：提出・返却・共有化等、タブレットのよさを活かしながら、基礎基本の定着や主体的な学びの推進を図る。

《自主学習の学び合い》
宿題だけでなく、家庭での自主学習を進めていきたい

が、何を、どのようにやればよいのか、戸惑う子どもも
多く、個人差がある。そこで、タブレットの提出箱を、
学び合いの場として活用。提出された友達のノートを見
て、内容やまとめ方等について、学ぶことができる。ま
た、教師の方からも、個々のノートのよさを容易に紹介
することが可能。
《探究学習での学び合い》
総合的な学習等について、家庭学習で調べたり、プレゼ
ン資料をまとめたりしていく。その内容について、提出
することで、個々（グループ）の進捗状況を確認したり、
内容やまとめ方を学び合ったりする。

基礎基本の定着 主体的な学びの推進

プレゼン資料自学ノート

《音読練習》
音読については、指定された場所を練習し、カードに録
音して提出する。提出箱に全員分がだされるので、これ
までのように、一人一人のカードを確認する必要はない。
一目で提出・未提出を把握することが可能。
また、ノーミス音読など具体的な課題がある場合、ペ

アでチェックすることも容易にできる。教師が確認する
時間をカットできると共に、音読の向上につながる。
《漢字練習やノート指導》
手書きの漢字練習等についても、写真にとって出すこと
で、提出・未提出の確認が大幅に楽になる。また、間
違った漢字や乱雑な字等をチェックし、一斉返却するこ
とで、子どもも、その日のうちに確認、修正、再提出が
できるようになる。
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